指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・モナ・リザが描かれた経緯と，現在のモナ・リザを取り巻く状況を把握させる。
・モナ・リザが最も有名な絵画の１つになった経緯を理解させる。
	1時間目
	パラグラフ１～３（pp. 28-29）

	指導のポイント
	・ダ・ヴィンチに関する基本的情報を把握させる。
・なぜモナ・リザが描かれたかを把握させる。
・現在のモナ・リザに関する情報を読み，関心を持たせる。
・実際にモナ・リザを見た人が落胆する理由を把握させる。
・列挙・新情報の追加，結論のディスコースマーカーを確認させる。

	主な言語材料
	・whichの非制限用法
・nearly
・比較級 + than any other + 単数名詞

	2時間目
	パラグラフ４～５, True or False?（p. 29）

	指導のポイント
	・1911年に起こったモナ・リザにまつわる事件を読み取らせる。
・ペルージャがモナ・リザを盗んだ理由を理解させる。
・この事件後のフランス国民とイタリア国民の反応について考えさせる。
・True or False? の問題を解かせ，本文理解を確実にさせる。

	主な言語材料
	・カンマを用いた同格
・without ～ doing
・attempt to do
・more ～ than …

	3時間目
	Comprehension (pp. 30-31)

	指導のポイント
	・パラグラフごとの読みを実践させ，それに合わせてAを解かせる。
・本文の内容を理解しているかをB・C・Dで確認させる。
・品詞・語法などに注意しながら，Cを解かせる。

	主な言語材料
	・be satisfied with ～
・be glad to do


